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発表の骨子

• 基本的な用語と考え方

• 学習成果の診断の状況と測定手法

• 学習成果のまとめ

• 日本の評価担当者への示唆
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第1部：基本的な用語と考え方

• 機関データ（IR）

• 診断（Assessment）

• 測定（Measurement）

• 評価（Evaluation）

• 改善（Improvement）

• 学習成果（Learning Outcomes）
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IR：日本の文脈

• 背景
第三者評価の対応にのみ追われ、データ分析が改善
に活用され難い（IDE 2011）

• 期待
米国のIRに解決策を求め、「機能」として解釈する（デー
タ分析により学内の意思決定や改善を支援する）

• 現状
教学IR他、学内のあらゆる部署がIR「機能」を持ってい
る（私学高等教育研究所 2011）

4

https://www.shidaikyo.or.jp/riihe/result/pdf/2010_p06.pdf


IRとAssessment：米国の文脈

アンケート調査
（間接指標）

• 新入生
• 学習実態
• 満足度
• 卒業生

学生データ

• 入学
• 奨学金
• 在籍率
• 成績
• 卒業率
• 就職率

学習成果データ
（直接指標）

• ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ
• ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
• 試験
• 論文

IR Assessment
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IRとAssessmentの統合

入学 学習 卒業

IR Data
• 出願者数
• 入学率
• 奨学金

IR Data
• 成績
• 在籍率
• 満足度

IR Data
• 卒業率
• 就職率

Assessment Data
• 学習経験
• 学習成果
• カリキュラム
• 教授法
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IRとAssessment：学内体制の例

Provost
（学務筆頭副学長）

Office of IR & 
Assessment

Provost
（学務筆頭副学長）

Office of IR Office of 
Assessment

小規模
教養教育私立大学

大規模
研究重点州立大学
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評価と診断の違いとは？

• 評価（ Evaluation ）
ある活動や成果を測定し、その結果を最終判

断として、予算配分や人事考課などに反映する

• 診断（ Assessment ）
ある活動や成果を測定し、その結果を継続的な

改善に役立てる
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測定、診断、評価

測定
（Measurement）

診断
（Assessment）

評価
（Evaluation）

信頼と守秘義
務が必要

法令順守や
儀礼的に陥り
がち
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評価と診断の違い

評価（Evaluation = 
Measurement + Final 
Judgment）

診断（Assessment = 
Measurement + 
Improvement）

プログラム
の次元

GPA：
大学が奨学金、卒業、
大学院進学などの判断
の為に、科目の成績を
平均化

カリキュラムの改善：

教員集団がカリキュラム改
善の為に、学生の達成度
をプログラムの学習成果
に基づいて測定

科目の次元 成績：

教員が、学生の達成度
を判断する為に、科目
の目標に基づいて測定

教授法の改善：

個々の教員が教授法改善
の為に、学生の達成度を
科目の学習成果に基づい
て測定
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改善とは？

一言で「改善」と言っても、段階がある

• 課題の認識

• 課題の分析

• 解決策の考案

• 解決策の施行

• 結果の測定

• 解決策の修正
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学習成果とは？

• 日本の用語と文脈

• Output （教育活動の結果）

• Outcome（大学の理念に沿った結果）

• 米国の用語と文脈

• Outcome（学生が科目や教育課程の修了時に実
演できる知識や技能）

• 例）学生は・・・ができる（若しくは、・・・を理解して
いる）
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第２部：米国の学習成果

• 米国の状況

• 測定手法

• まとめ
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米国の学習成果の診断の状況

• 「説明責任！」を謳う政策側の理論

• 「やれ！」と押し付ける執行部の理論

• 「嫌だ！」と歯向かう教員の理論

• 「そこを何とか！」と調整する専門員の理論
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学習成果の診断の課題

学習成果の診断
が上手く行かない

教員に関する
課題

執行部に関する
課題

測定手法に
関する課題

外部環境に関する
課題（適格認定や
州の財政削減）
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学習成果の測定手法

学生について調べる

• 各種アンケート調査

• ルーブリック

• ポートフォリオ

• 統一試験

教員側の取り組み

• カリキュラム･マッピング

• 学科の自己点検

• 一般教育の診断
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各種アンケート調査の総論

• 学生の意見を大規模で、効率的に収集する

• 設問の内容は、広くて浅い傾向がある

• 一般的に、アンケートの回答率が少ない

• 全米の統一アンケート調査は他校との比較が可能だ
が、質問項目が学内の状況に沿わない場合があり、
費用が掛かる

• 対照的に、自校で作成したアンケート調査は学内の
状況に沿った内容になるが、他校との比較ができない

• アンケートは学生の自己認識なので、適格認定では
証拠として不十分とみなされる場合がある
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各種アンケート調査の各論

• 新入生調査在籍率は歳入に直結

• 学習実態調査学習経験と成果の混同あり

• 学生満足度調査学生支援部署の取り組み

• 卒業生調査収入から生活の質へ

当日参加者に公開（NSSE報告書） 18



ルーブリックの総論

• 採点基準を明確に説明した表

• 教員個人が科目の評価基準として活用

• 教授会が学部・学科の学習成果の診断として活用

• 学部・学科での活用の場合、学生に課した課題の
内容とルーブリックの測定内容の整合性が鍵

• 他大学や学外団体のルーブリックを単に真似て借
用すると、改善に結びつかない場合が多い
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http://www.niad.ac.jp/n_kenkyukai/1229401_1207.html


ルーブリックの各論

教養教育（General Education）
• 全米教養教育協会（AAC&U）のVALUEルーブリック

• ニューヨーク州立大学機構の教養教育のルーブリック

• 西部適格認定協会の教養教育を評価するルーブリッ
ク

専攻（Program Rubric）
• 各大学で異なり、教養教育のルーブリックほど確立し
ていない

当日参加者に公開（Gen Ed Written Communication Analysis） 20

http://www.aacu.org/value/rubrics/
http://system.suny.edu/academic-affairs/acaproplan/assessment/
http://www.wascsenior.org/files/General_Education_Assessment_Rubric_5_09.pdf


ポートフォリオの総論

• 職業資格に結びつく分野での導入が多い

• ポートフォリオには、学生の作品の展示、就職活動、
学習道具など様々な用途が混在している（Muller）

• 学生の論文や履歴書、その他作品の単なる「展示」
に留まる場合がある

• 学生の伸びを診断するには、複数の学生の作品を
時系列でみる必要があるが、測定方法は複雑化し、
教員の作業量が増える

• 西部適格認定協会のポートフォリオを評価するルー
ブリック
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http://jfmueller.faculty.noctrl.edu/toolbox/portfolios.htm
http://www.wascsenior.org/search/site/Portfolio%20Rubric%204%2008


ポートフォリオの各論

• 教員養成課程の適格認定（TEAC）でのポートフォリ

オの義務付け

• 建築学課程での活用（例 募集要件－レンセラー工

科大学、学習成果－テキサスA&M大学）

• 大学全体での取り組み（例 ラガーディア・コミュニ

ティ・カレッジ）
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http://www.teac.org/wp-content/uploads/2009/03/Appendix-D.pdf
http://www.arch.rpi.edu/apply/undergraduate/
http://dept.arch.tamu.edu/student-work/undergraduate-portfolio-winners/
http://www.eportfolio.lagcc.cuny.edu/


全米統一試験の総論

• 全国平均や大学類型別に点数の比較ができる

• 試験の費用が掛かるが、データ分析の報告書が付
いてくる場合が多い

• ルーブリックやポートフォリオの測定よりも教員の作
業負担は少ない

• 学内の教育内容と統一試験の内容に齟齬があると、
なかなか改善に結びつかない
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全米統一試験

• 批判的思考の統一試験（例 CCTST）

• 教養教育の統一試験（例 ETS Proficiency Test）

• 専攻分野別の統一試験（例 ETS Major Field Test
生物、化学、数学、経済学、文学など）

当日参加者に公開（CCTST Analysis）
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http://www.insightassessment.com/Products/Products-Summary/Critical-Thinking-Skills-Tests/California-Critical-Thinking-Skills-Test-CCTST
https://www.ets.org/proficiencyprofile/about/
https://www.ets.org/mft/about


教員側の取り組み

前述の様々な学習成果の測定結果を、部分的
ではありながらも、概ね次の取り組みで活用

• カリキュラム･マッピング

• 学科の自己点検

• 一般教育の診断
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Assessmentのまとめ

1. AssessmentとEvaluationは分けて施行しないと、学内が
混乱する

2. 学習成果を測定しているだけで、教育の改善に繋がら
ない大学が多い

3. 教員は学問の自由を言い訳に、自分達の教授法を他
の教員と議論して改善するという姿勢が欠けている

4. 執行部はAssessmentを「やっつけ仕事」と見なす場合
が多い

5. 担当者は人間関係だけでなく、科目編成の政治に巻き
込まれる場合がある

6. IRとAssessmentは小規模、無名校の方がより実践的に
活用される傾向がある 26



日本への示唆

1. Assessmentによる業務超過を避けるため、改善

に結びつく測定手法で、適切な実施規模を考

慮する

2. 完璧なAssessmentは存在し得ないので、測定

手法の限界をきちんと明示する

3. 教員主導で進めるのが無難だが、教授会で議

論がまとまらない場合は専門員が引導する

4. Assessmentの作業を通じて、教員に気付きの場

を提供する
27
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